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髙山さんから質問の回答が届きました！ 

1 月 23 日に実施した、髙山さんの講話については、以前学校だよりでご紹介しましたが、皆さんからお預か

りしていた髙山さんや「子どもの村学園」の生徒の皆さんへの質問について“鶴岡・タイ「子どもの村学園」友

好協会”を通じて回答が届きましたので紹介します。 

Ｑ：なんでそんなに色々なことが出来るのですか。 

Ａ：負けず嫌いで、自分の持っている力を人一倍信じているのだと思います。いつか自分の歩んだ人生が一番気に入るこ

とができるようにチャレンジしています。 

Ｑ：タイで生活してきた中で 1 番の思い出は何ですか。 

Ａ：1 番は決められませんが、クワイ川のほとりで夕日と自然・子どもたちを眺めているときに、いい経験をしているな、何

年経ってもここに来たらこの気持ちを思い出すのだろうな、と嬉しく寂しく感じます。 

Ｑ：タイに行く前にやっていたことはなんですか。 

Ａ：タイレストランでアルバイトをするなど、外国から来た人と交流して、文化や言語について教えてもらっていました。ミニ

お試し期間をいくつかとることで挑戦に準備できたと思います。 

Ｑ：タイで楽しいところは？タイで有名なところは？ 

Ａ：夜市に行って色んなものを食べたり見たりすることが好きです。タイで有名な観光地は、首都バンコクにあるワット・プ

ラケオなどのお寺が多いですが、タイの様々な街並みを見て人々の暮らしに思いを馳せるのもおもしろいですよ。 

Ｑ：タイに慣れるまで何日かかりましたか。 

Ａ：1 ヶ月ほどで学園の生活に慣れ、身体も追いついたのは 2 ヶ月ほど経ってからでした。扁桃腺炎と食あたりで、序盤

に 2回病院に行きました。 

Ｑ：つらいときに、どういう対処法をとっていましたか。 

Ａ：日本にいたときはなかなか対処することができず、買い物をしすぎたり食べすぎて 1 年で体重が 10 キロ増えたりし

ていました。今は、辛いときほど「今日はこれができた！」と達成感を得られるように、タスクを一つ終わらせる、やりたかっ

た自分への甘やかしを一つやり切る、などと「1日に何か 1つはする」ことが自分に合っていると思っています。 

Ｑ：日本のものやご飯が欲しいと思ったことはありますか？ 

Ａ：あまり頻繁ではありませんが、タイには無い冷やし中華や麦茶、そうめんなどの夏の味覚がとても恋しくなったときが

ありました。 

Ｑ：タイに行くと決めたときに、不安なことはありましたか。 

Ａ：落ち込みやすい性格なので、よく知らない人々や文化の中で落ち込みが続いて、タイから帰国しなければならなくなる

ことが怖かったです。 

Ｑ：ME:I で誰が好きですか。 

Ａ：村上璃杏さんからハマりましたが、今 1番これからに注目しているのは石井蘭さんです！ 
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Ｑ：他に行ってみたい国とその理由 

Ａ：ドイツです。犬と猫の殺処分をゼロにする取り組みが進んでいるので、どのように活動しているのか見てみたいです。

また、ユダヤ人の迫害やベルリンの壁など、戦争において波乱があった国でもあるので、その歴史を知り、ドイツの人々

がどのように考えているのかも知ってみたいです。 

Ｑ：タイ語は、どのくらい勉強しましたか。 

Ａ：日本にいたときに覚えたのは自己紹介と頻繁に使う文章だけです。タイに来てから、使う単語を辞書で調べて覚えま

した。 

Ｑ：タイでの生活と日本の生活はどちらが楽しいですか。 

Ａ：単純に比べるのは難しいですが、タイの人に外国人として寛容に受け入れてもらえることが、わたしの気にしすぎな性

格が緩和でき楽に感じます。一方で交通事情や社会保障では日本の方が安心だと思います。 

Ｑ：やりがいを感じる瞬間はいつですか。 

Ａ：子どもたちがわたしを仲間のように扱って、お菓子をくれたり、遊びに誘ってくれたりするときです。 

Ｑ：タイで一番大変だったことは？ 

Ａ：体調管理が大変でしたが、特に寝るときに、ベッドが硬かったり、ブランケットが薄かったり、蚊に刺されたりして寝付

けないことが一番辛かったです。今は新しいブランケットや虫除けを手に入れて改善しました。 

Ｑ：これまでの人生で大変だったこと 

Ａ：自分が辛いと自覚した高校生・大学初期のころは、何をするにも大変に感じていました。皆さんが大変になるときが来

たら、｢野田洋次郎 ＃しんどい君へ｣とGoogleで検索してみてほしいです。 

皆さんにはもう一つお聞きしたことがありました。それは「20 歳の自分はどんな人でありたいか。」 

今考える 20 歳の時の“理想の自分”は、今の君を見てなんて言うだろう？…今の君も十分頑張ってるからそ

のままで大丈夫だよって励ましてくれるでしょうか？…それとも、もっと頑張れるんじゃないの？もっと頑張ら

ないと、20 歳の自分は実現できないよって叱咤激励してくれるでしょうか？ 

まだ将来のことがぼんやりしている人は、取り合えず、目の前のことに精一杯取り組むことが大事なんじゃな

いかと思います。そうすることで苦手なことができるようになったり、得意なことがますますレベルアップでき

たり、そんな君を信頼して支えてくれる人が現れたりするんじゃないか、と思います。 

〇「こんなふうになっていればいいな」という希望で構いません。20歳の自分は「こんな仕事をしてい

る」「こんな人になっている」？〇 

・バイト      ・優しい人      ・水泳に関する仕事をしている 

・人を助けられる人になっていればいいな  ・優しい人間になりたい 

・独り暮らしをしている人。        ・当たり前のことと、やりたい事の両立 

・今やってみたいと思っている職業をやっていたらいいな 

・私も高山さんみたいに誰かのための仕事をしたいと思ってます。 

・みんなに笑顔を届ける歌い手になれたらいい。 

・自分の考えをしっかり持っている大人になっていればいいなと思います。 

・お母さんの仕事の介護士さんみたいに人のためになれる仕事に就きたい 

・どんなことも継続が大事なので、継続できる大人になっているといいなと思います。 

・自分のやりたいことをたくさんやれる人になりたい 

・投資かなんかをしながら YouTube をしてると思う 

・恥ずかしがらず、堂々と胸を張って生きている人になりたい 



・いろんなことに挑戦できるような人  ・大学進学をしていると思う  ・良い人 

・私は、優しく自分に自信のある人になっていると思う   ・地方で公務員 

・安定した収入を得ていたい。   ・医療系の仕事 

・フリーター           ・サッカー選手 

・やりたいことを熱心にしている  ・一人暮らしで家事などをしっかりできるようになりたい。 

・ただ働いてゲームをする人間になっている   ・大学に通っている 

・看護師     ・優しい    ・自分の夢を見つける 

・何事にも真剣  ・京都で起業したい   ・しっかりしている人 

・大工・左官屋   ・色々な人とコミュニケーションをうまく取れる人。 

・継続できるような人間 

 

 2 月 9 日（金）以降、本校においてもインフルエンザ等による体調不良で欠席する生徒が増えたため、学年の

状況に応じて学年閉鎖等の対応をさせていただきました。 

 19 日（月）現在、体調不良で欠席している生徒は全校で 3 名となりましたが、のどの痛みなどの風邪症状が

ある人がまだいるようです。本日配布された保健だよりの内容を参考に、引き続き感染対策を徹底するようお願

いいたします。 

 

祝 バレー部  令和 5年度 田川地区中学校春季バレーボール大会 第 3位 

祝 第 67回（令和 5年度） JA共済山形県小中学生書道コンクール 

    金賞 松浦さん    

    銀賞 佐藤さん 渡部さん 難波さん 

銅賞 有賀さん 

祝 田川地区中学校体育連盟 生徒表彰  渡部さん 


